

































The mission of the IOC is to promote Olympism throughout the world and to lead the 


















年代 大会 文化プログラムの概要 
①1896～1908年 第 1回アテネ～第 4回ロンドン 「万国博覧会」の時代 
②1912～1948年 第 5回ストックホルム 
     ～第 14回ロンドン 
「芸術競技」の時代 
（建築、彫刻、絵画、文学、音楽） 
③1952～1988年 第 15回ヘルシンキ～第 24回ソウル 「芸術展示」の時代 
④1992～2008年 第 25回バルセロナ～第 29回北京 「文化プログラム（文化イベント）」の時代 
⑤2012年～ 第 30回ロンドン～ 「新しい文化プログラム」の時代 
（資料）太下義之「オリンピック文化プログラムに関する研究及び『地域版アーツカウンシル』の提言」















10/1～11/8 明治 20 年以降の近代美術
約 200点 
 写真 銀座松屋 8 階催
事場 






芸能部門 歌舞伎 歌舞伎座 10/2～10/27 ナイトカブキ（深夜興行）
も上演 
 人形浄瑠璃 芸術座（有楽町） 10/3～10/12 第 3部は外国人向けに分り
やすい演目 
 雅楽 宮内庁楽部舞台 10/21,10/22 管弦 2曲、舞楽 4曲 





















 Once in a lifetime  
 
○ロンドン 2012 カルチュラル・オリンピアードの概要 
会期 2008年 9月～2012年 9月 
（ロンドン 2012フェスティバル：2012年 6月 21日～9月 9日） 
参加者数 4,340万人 
（うち無料イベント参加者数 3,980 万人、ロンドン以外の参加者数 2,580
万人） 
総予算 １億 2,660万ポンド（約 210億円） 
イベント総数 17万 7,717件 
（うちロンドン 2012フェスティバル 33,631件） 
アーティスト総数 アスリートと同じ 204の国と地域から 4万 464名が参加 
（うちロンドン 2012フェスティバル 2万 5,000名、6,160名が新進アーテ
ィスト、806名が障がいのあるアーティスト） 
新作委嘱 5,370作品 
（うちロンドン 2012フェスティバル 2,127作品） 
会場 英国全土 1,000か所以上で開催 
（出所）吉本光宏「2020年オリンピック・パラリンピックに⽂化の祭典を〜新たな成熟先進国のモデルを








・World Shakespeare Festival 




























































３  文部科学大臣は、文化審議会の意見を聴いて、基本方針の案を作成するものとする。 
４  文部科学大臣は、基本方針が定められたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。 















































 → 文化権の保障に対する取組の進展を期待 






   イベント数  20万件 
   参加アーティスト数 5万人 











  できあいのイベント・事業をパッケージとして購入（買い取り公演等） 
  →地域に残るものは少ない。 
 
○自主制作型 
  地域の人材が自ら制作を行う。（芸術家、制作者、技術者） 
  →予算が提供されなければ継続困難。人材流出。 
 
○自立経営型 
  地域の人材が自ら政策を行いつづけるために、資金調達と人材育成を長期的に行う。 






















































 平成 28年度新規事業 
  「文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業」 
   （地域における文化施策推進体制の構築促進事業） 
 
  5つの自治体が採択 




































・プログラムコーディネーター  3名 
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「地域的・社会的課題（観光、ものづくり、福祉、地域振興等）」 
 








     国内外の様々な人々が享受 
     日本各地の魅力発信、共生社会の実現、文化権の保障 
     文化や芸術の公益性についての理解の浸透 
 
 活動を 2020年以降も持続的に推進する人的・組織的体制の整備 
  （営利及び非営利の文化産業・職業の拡大） 
 それを支える自治体文化政策の高度化 
  （地域版アーツカウンシル 等） 
 
 2020東京大会の文化プログラムを契機に日本社会における文化のありようが大きく変化
する可能性。 
 ただし、運用をあやまれば、単なる打ち上げ花火にとどまり、2020年以降には何も残ら
ないという可能性もある。 
